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＜連絡事項・週間連絡＞

· 12/19、21、22～院内研修「交通安全について」17：30～千葉記念講堂

· 12/20(火)　2005視察研修、2005精神医学会報告会　17：30～千葉記念講堂

· 12/22(木)　10:30～11:00我満奈津紀様　ケア会議(下舘出席)

　　　　　　　北病棟　村上元道様デイケア見学予定(午後)

· 2月プログラム担当者は12/23(金)までに摩尼副主任へ提出すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜外来情報提供＞

· 森田　清助様　～採血施行。血圧値異常なし。体調については特に訴えなく変りないとの事。

· 我満　奈津紀様～自宅での食事について「おかずは作れるようになってきたがごはんについてはお

　　　　にぎりを買っている」との事。ご飯を炊かない理由として「ご飯を炊いても余ってしまう」と話す。主治医よりご飯を炊いてすぐにタッパに入れて冷凍庫で保存するようにとの指導あり。本人「冷凍庫も冷凍食品でいっぱいだ」と話される為、時間を見つけて青明舎スタッフと冷凍庫の整理をする。

· 晴山　美智子様～本人から「南郷のクローバーズピアで仕事を続けている」と話す。主治医より続

けられるか尋ねられると「やってみます」と話す。仕事内容は掃除や、ふきん洗

いを行っているとのこと。

・ 高橋　百壽様～デイケア通所日は毎日利用となる予定。

＜デイナイトケア利用者様検討＞

○中村　与一郎様(29)　統合失調症

(現在の状況・問題点)

· 就労前準備段階プログラム修了後から、行事等を理由に朝の定時の起床、筋力トレーニングを継続して行う事ができていない。

· 定時の起床についてスタッフから声を掛けると、身体の不調を訴える。

(青風荘での状況)

· 青風荘では本人6:30に目覚ましを掛けて就寝している。朝は6:30から目覚ましが1時間鳴りつづけており自分から目覚ましを止めず、スタッフから声掛けをしないと起床しない。

· 以前は20時前に就寝する事が多く、睡眠時間を過度にとっていた為スタッフから21:00過ぎに就寝するように促していた。就寝時間は21:00過ぎに変更されたが、朝起きられない理由として「21:00過ぎに寝るようになったから」と話されている。

· 青風荘では、朝定時(6：30)に起床できることを第一の目標として取り組んでいる。

(今後の対応)

· 本人にスタッフから定時の朝起きが出来ていない事を指摘した時に身体不調が表れる理由として、

本人が朝起き出来ていない事を自覚している為に身体不調が表れていることが考えられる。青風荘で起床時間の援助は行っており、デイケアでも重ねて起床時間について話すことは、本人様の負担に繋がることが考えられる。起床支援は青風荘へ任せ、本人様から起床時間について話してきた際は内容を良く聞き、受け止めていくこととする。デイケアでは筋肉トレーニングを継続して行えるように本人のペースに合わせて声掛けを行っていくこととする。

＜クリスマス忘年会反省＞

(デイ・デイナイトケアメンバーについて)

· クリスマス忘年会準備を11月プログラムから取り入れたことで、メンバーの意見を取り入れながらゆっくり時間をかけて準備をする事が出来た。

· 余興についてはメンバーが提案を出しており、スタッフがあまり関わらなくてもメンバー主導で取り組む事が出来ていた。またメンバーから自発的にクリスマス忘年会準備の時間以外にも、自主活動の時間を使って取り組んでいた。また、普段自主的に行動しないメンバーの参加ありよかった。

· 飾り付けについてメンバーの意見をあまり取り入れることが出来なかった為、飾り付けの構想を考える時点でのメンバーの参加が必要だと思った。

· 午後のゲーム大会は、プログラムに取り入れているレクリエーションを少し変えたものであった為

メンバーが抵抗なく参加できた。

· 昼食のメニューが大好評で、メンバーの残食が少なかった。

· テーブル席でデイケアとデイナイトケアのメンバーが昼食、ゲーム大会等を通し普段より交流を多く持つことが出来た。

(スタッフの動きについて)

· 司会の際上手く場を繋ぐ事が出来ずに、メンバーを退屈にさせてしまう事があった。司会者として上手く場を繋いで場の雰囲気を大切にすべきであった。

· メンバーの体調を確認する回数が少なかった為、次回行事からは時間、担当スタッフを決めておくようにした方が良い。また1つの部屋に60人以上集まる為、こまめに換気が必要であった。

· スタッフ間で細かく役割分担が出来ていた。

· 分担されていない仕事に置いても臨機応変に対処できていた。次回からは細かく確認が必要である。

